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ちょっとした計算Ｔｍｓ
札幌旭丘高等学校菅原満

一はじめに■■■

「A4版の１枚レポートをもって，数実研に参加しよう！」という数実研のキャンペーンにそって，今回は私も

１枚レポートを持って来ました。

私は授業の中で，ちょっとしたTYpsなどを通学通信として不定期で適宜『ＤＯＭＦﾉﾉｾc､α“/』と題して生徒に渡
してきました。主な内容は次の通りです。

０－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣---￣￣￣￣￣￣￣--￣￣￣￣￣￣---￣--￣~￣￣￣￣￣￣－－￣￣￣￣－－■￣■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■￣￣￣－－－￣￣￣￣￣￣--￣￣￣￣－－￣￣￣■-

１■数学Ｉ■・因数定理，

．復Ｚ次式の因数分解・解と係数の関係十相反方程式

・２次方程式の解の配趨・点と直線の距離

・絶対値の基本・工夫した計獲騏～定積分

・対称式の扱い■数学Ⅲ■

・放物線が切り取る線分の長さ゛･漸近線を概観する

・２次関数の快走～３点通過条件…（※ユ）・平均値の定理の図形的解WＲ

・グラフの平行移動■数学Ａ■

・三角形の存在・決定条件・集合～カルノー図・キャロル図を使おう

・出題の裏側～有名角を複合する・順列の確率

．覚え得①～センター試験■数学Ｂ■

・ベクトルの終点

！■数学Ⅱ■
．釣り合い係数

・加法定理の作図証明
・平方・立方の和の証明

・三角関数変形公式
、漸化式～α峠'＝ｐα"＋′("）

・累乗根の定義
・統計OncPoint

O．

・対自Rの､ﾛを求める･･･（※３）
■数学Ｃ■

.余りの霞き方
・２次曲線まとめノ､~-----二歩

・組立除法１ノ
・逆行列の証明ノア・

ノ゛･゛
．f６入叶算のエヲE～組立除法の活用…(※ｚ）み,，

ノァク
Ｌ－－－＿－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

皆さんご存知のこととは思いますが’今回はこの中から計算の工夫に関するちょっとしたTYpsを３つほど紹介
●

したいと思います。会員の皆様の日々の授業に参考になれば幸いです。

ゴー￣■■￣￣￣￣￣￣■､￣￣￣￣￣￣－－￣￣－￣￣￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－－－￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■－口 、

※１）Ｚ次関数の決定問題～３点通過｜

※Ｚ）Ｐ(α)の値を求める～組立除法の活用

※３）「対数の値を求める」
□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．．－－－－－－－－－－つ－－－－－－－－．．－－－－．－－－－－－－－－－－－ク
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有ょつと数学したい人へ・・・

■□■２次関数の決定問題～３点を通過する場合■□■

「３点を通る２次関数を求めよ」という問題|こっていて考えてみよう．まずは，例題を・・・

！■例■グラフが３点(－１，１)，（－２，－０，（3,9)を通るような２次関数を求めよ．Ｉ

解答）求める２次関数をｙ＝qxz＋6x＋ｃとおくと３点を通るから代入して

｜i美嚢Lﾁﾞ誉
②－①より３α－６－７…④

③－②より５｡＋56＝１５－α＋６＝３…⑤

④，⑤を連立して解くとα＝－１，６＝４

①よりｃ＝６

従って，求める２次関数はソーーズ2＋4x＋６

ごく一般的な解答ですね．代入の方法をエ夫してみましょう．

を考えてみましょう．ちょっと面白い形をしてますね．２次関数ｙ＝ｑｃ－ｐ)2＋60ｒ－ｐ)＋９…①

ａｅｍｏ'ＬＪ①は点(ｐ'9)を通ることを示せ。

x＝ｐを代入するとｙ＝α(p-p)2＋6(p-p)＋９＝９となるから点(ｐ’9)を通る．

従って，ｙ＝α(x-p)2＋6仁－p)＋９は，確かにグラフが点(ｐ’9)を通る２次関数ということを示せま

した．

Ｉ~~~~~~~~￣~~~~￣~~~~－－~~~~－－~~~~~~￣~~~~~~~~~~~~~~~￣~~~~~~~~~~~~－－~~~－－~~~一一~~~~---~-１

１グラフが点(ｐ'９)を通る２次関数はｙ＝｡(X-p)2＋6(エーp)＋９とおけ｜
凸一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一。、－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－－－－－＝－－－－－－－■－－－－口一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ｑ

これを使って（例）の問題を解いてみましょう．

別解）求める２次関数は(－１，１)を通るから，ｙ＝qCr＋1)2＋6(J｢＋l)＋１とおける

卜２，－６）を通るから－６＝α－６＋１￣α－６＝－７…①

（3,9を通るから，＝16α＋46＋１￣４α＋６＝２…②

①＋②より５α＝－５．．．α＝－１①へ代入して６＝６

従って，求める２次関数はソーー(x＋1)2＋6(x＋I)＋１．.、ソーーxz＋嫁＋６

求める２次関数の形で工夫をしたため計算漫が減りましたね.知恵を使うと力を節約できます,では，

教科書の問題をこの方法で解いてみましょう．

｡－■■■●￣■■■●￣●■■■￣●■■P￣■■■e￣■￣■￣■￣■■､￣｡'■■●￣■■■■￣p■■●￣ロー■￣●￣■■■可■■■■■●－５ｍ■￣ロー■￣句一ロー●￣■￣■￣｡￣■￣●￣■￣◆■■■￣●￣□￣●￣●■■■■●￣~￣｡￣◆￣o￣●￣o■■●■■合一ﾛ■■●￣e￣●￣Ｂ－

（p８４例l題8）３点(-1,0)，（2,3)，（3,.-4)を通る２次関数を求めよ．

（p８４練習26）３点(1,0)，（2,1)，Cl,10)を通るＺ次関数を求めよ．

￣●－Ｐ－■－．－●－●－●･●－℃－●－．－－－●－－－Ｏ－ｅ－ｃ－－－－－．－．－■－．－Ｇ－ｃ－･－◆－●－●－o一・一c－句一・一●－白一■－●－ゆ－◆－Ｃ－Ｃ－･－■－．－．－．－日一■一・一■一色－．－．－■－．－．－．－●－．－q－◆￣
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◆◆◆組立除法を究める◆◆◆

今回は組立除法の仕組みを考えてみましょう。

（，）３次式zzx3＋ｂｘ２＋cx＋ｄを，次式ｘ－ａで割ったときの商をpgrz＋9x＋「とすると’余りは1次より

低い次数の定数となるから，余りをＲとします．

αx3＋bｪ2＋cx＋ｄ＝(x＿α)(px2＋9x＋r)＋Ｒ＝px3＋(９－αp)ｘ２＋(ｒ－ａ９)x＋Ｒ－ａＦ…(A）

蝋…臆傭…計…口考………
剛(…_｡…)ここ〉』ｕ：｡：剛…，

I－２９Ｌ２４余り）－２４

i-荏潟駅)耐ﾗｱ臓斯鵬iE醐翻丁鯏墓薗卿菫蔚(jt葡蕊擬;－１
…灘塾学…＝(…)L竺型型…伊景)…'……'Ｍ…②
より，’次式懇十三で組立除法を実行した綴の商の係数を最後に"で困る。

、

余りは，②式からも分かる通り余りはそのままです。1－－－－－－－－－－－－－－夢::ニーーー

…ｗ－…)心－，ｑ劃ｉ－ｉ－:ゴ
２－４－２ＬＱ

Ｉ１－２－１］

商）ｘ２－２ｊＦ－１

余り）－６

（Ⅱ）３次式dzx3＋鉱2＋cX＋ｄを１次式ｘ２－ａｘ－βで割ったときの商をｐｘ＋９とすると’余りは２次より

低い次数となるから，余りはＲｘ＋ｓとします。

qx3＋bx2＋“＋ｄ＝(x2-ax-β)(pX＋9)＋Ｒｘ＋Ｓ＝px3＋(９－αp)x2＋(Ｒ－ａ９－βp)x＋(Ｓ－β9)…(B）

…'三三壹仰侭琵:露……旧翫…耐…して'三iE蓋ルー|#三濁土露……に廟…下…
身につけて，計算カアップを図りましよう。

１０－３２

…)(難'一…)鶚(…-1）Ｅ＞』×－４，６×
（すよっと一言）

この計算は最高次の係数が,のときのみ可能です。」Iｘｘ１－４
１－４Ｕ２_ニー

ズ2の係数が１以外のときの方法は.・・・

諸君が考えて作ってみましょう。LerbcﾘｹとJﾉzej0g己ｌ 商）ｘ－４

余り）Ｍｘ－２

ＰｂＺｇｇ３
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■□■ｌｏｇ２３の大きさは？■ロ■●

２の累乗’３の累乗を並べてみます。

■ロ■対数って何？■ロ■

６４×２５６

を計算するのは，暗算が得意な人でなければ，ちよ

FFi癖つと計算しなければならないでしょう。しかし，

２６×２８

であれば２６十s＝２１４と即答できるはずです。

まあ’214の計算は残りますが．．．、

対数とは６…（底）となる数を決めてbaseの累乗の

形で任意の数を表現するために作られたものです。

上・下の段で近い値になるものを取り出してみます。

2"の段の２３＝８と，３１mの段の32＝９が近い値ですね。

２３＝８＜９＝３２ の関係から

両辺の底２の対数を考えると.

１０９２２３＜109232￣３〈２１０９２３．．．」＜log２３…①
２

また２"の段の２８＝２５６と，３〃の段の35＝243では。

３５＝２４３＜２５６＝２８ の関係から

両辺の底２の対数を考えると

log２３s<log22o-slog23<`:川２３＜：…。

。＠から：<'･gz3<；となります。
およそ１．５＜１０９２３＜1.6となります。

実際に電卓で調べてみると

１ｏｇ２３＝1.584，625007211561814537389439478

ですから確かに近い値ですね。

■ロ■ｌｏｇ２３って何？■ロ■

例として10923を考えてみましょう。

これは，底を２として，３を２の累乗で表す’即ち

ヨーユ□
としたときの，ロの中に入る数のことです。

つまりは３＝Z1og23

は当たり前のことです。※Ｃ札が定鐘了す。

実際，２を底とするということは

Ｉ＝２１og2I＝Ｚｏ－１０９２１＝０

２＝21.822＝２１－１０９２２＝Ｉ

３＝２１og23

４＝ZIo824＝２２

５＝Zlo825

６＝２１０８２６

７＝21.827

８＝z1oBz8＝ｚ３－ｌｏｇ２８＝log２２コ＝３

と任意の数を表すことです。

大学入試においても，単なる暗記で解ける問題から

「数学するカー考える力」を問う問題がみられるよ

うになってきました。

広島大学のＨ２３年度入試での出題です。
Ｕ￣■￣￣￣－－￣■■■￣－－￣￣ヰー￣￣￣■￣￣-----￣■￣￣￣￣－－￣￣￣￣￣￣￣￣--￣￣￣￣￣￣■￣￣￣－－－￣￣￣面一一一句

Ｉ(1)1.923=型を満たす自然数噸,〃は存在しな’
〃

し､ことを証明せよ.

｜(2)ｐ，９を異なる自然数とするとき，plog23とＩ

９１０９２３の小数部分は等しくないことを証明’

せよ。

｜(3)1.923の小数第１位を求めよ。
'-----______----------__----------_______-------------------

ＰｑｇＥ４

〃 ノ ２ ３ イ ５ ‘ ７ ８ ， Ｊ０

２
〃 ２ ４ ８ 1６ 3２ 6４ 1２８ 2麺 ５１２ 1024

３
〃 ３ ９ ２７ 8１ ２４３ 729 ２１８７ 6５６１ 19683 59049


